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作業を開始する前に 

コンピュータと接続デバイスの電源を切る 

A 注意：データの損失を防ぐため.開いているすべてのファイルを保存して 
から閉じ.実行中のすべてのプログラムを終了してから.コンピュータの 
電源を切ります。 


1開いているファイルはすべて保存して閉じ、実行中のプログラムはす 
ベて終了します。 

2スタート H 、 シャットダウンの 順にクリックします。 

Microsoft Windows がシャットダウンし、コンピュータの電源が切れ 
ます。 

メモ：他のオペレーティングシステムを使用している場合は、該当す 
るシステムのマニュアルでシャットダウン方法を参照してください。 

3コンピュータおよび取り付けられているすべてのデパイスをコンセ 
ントから外します。 

4モデムケーブル、ネットワークケーブル、および取り付けられている 
デパイスをすべてコンピュータから外します。 

5システムのコンセントが外されている状態で、電源ポタンをしばらく 
押して、システム基板の静電気を除去します。 

安全にお使いいただくために 

身体の安全を守り、コンピュータを損傷から保護するために、次の安全 

に関する注意に従ってください。 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの安全にお使いいただくための注意事項をお読みくださ 
い。安全にお使いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関して 
は、規制順守ホームページ www . dell . com / regulatory _ compliance をご覧くだ 
さい。 

A 警告：コンピュータのカバーまたはパネルを開ける前に、すべての電源を 
外してください。コンピュータ内部の作業が完了したら.電源を接続する 
前にすベてのカバー、パネル.およびネジを取 ij 付けてください。 
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A 注意：コンピュータの損傷を避けるため.平らで清潔な場所で作業を行う 
ようにしてください。 

A 注意：コンポ-ネントおよび力-ドは、損傷を避けるために端を持つよう 
にしてください。ピンおよび接合部には触れないでください。 

A 注意：許可されたサービス技術者以外は.コンピュータカバーを外したり 
コンピュータ内の部品に触れないでください。「安全にお使いいただくため 
に」を参照して.安全上の注意事項に関する詳細な情報を確認し.コン 
ピュータ内部の作業および静電気放出への対処を行ってください。 

/\注意：コンピュータ内部の部品に触れる前に.コンピュータ背面の金属部 
など塗装されていない金属面に触れて，身体の静電気を除去してください。 
作業中も.定期的に塗装されていない金属面に触れて.内蔵コンポーネン 
卜を損傷するおそれのある静電気を逃がしてください。 

A 注意：ケーブルを外すときは.コネクタまたはコネクタのプルタブを持ち、 
ケープル自身を引っ張らないでください。一部のケーブルのコネクタ部に 
は、ロックタブや蝶ネジが付いています。該当するケーブルを外す際には、 
これらを外す必要があります。ケープルを外すときは、コネクタピンを曲 
げないように、まっすぐ引き抜いてください。ケーブルを接続するときは、 
コネクタとポートの向きを揃えて.まっすぐ差し込んでください。 

/\注意：ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコ 
ンピュータから外し、次にケーブルをネットワークデバイスから外します。 


推奨する工具とツール 

このドキュメントで説明する操作には、以下のよ〇なツー)レが必要です。 
• 細めのマイブスドライパ 
• 小型のプラスドライバ 
• プラスチックスクライブ 

• フラッシュ BIOS アップデートプ□グラム （ support . dell . com から入 
手可能） 
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コンピュータ内部の作業を終え 
た後に 

交換の手順が完了したら、次のことを忘れずに行ってください。 

• すべてのネジを取り付けて、コンピュータ内部にネジが残っていない 
ことを確認します。 

• 外付けデパイス、ケープル、カードなど、作業前にコンピュータから 
取り外したパーツをすべて接続します。 

• コンピュータおよび取り付けられているすべてのデパイスをコンセ 
ントに接続します。 

A 注意：コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取 1 j 付け、コン 
ピュータ内部にネジが残っていないことを確認してください。コンピュー 
夕内部にネジが残っていると.コンピュータが損傷する恐れがあります。 

• コンピュータの電源を入れます。 
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コンピュータ内部の作業を終えた後に 





技術概要 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に、お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

コンピュータ内部 



電源装置 2 
セカンダリオプティカルドライブ4 
前面 I / O パネル 6 
セカンドハードドライプ 8 
メモリモジュール II 


プライマリオプティカルドライプ 
前面べゼル 

プライマリハードドライプ 

システム基板 

力ード固定ブラケット 
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システム基板のコンポーネント 
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技術概要 




























































































1 

電源コネクタ （ ATX 12 V ) 

2 

プロセッサソケット 

3 

プロセッサフアンコネクタ 
( FANCPU ) 

4 

メモリモジュールコネクタ 
( DIMM 1) 

5 

メモリモジュールコネクタ 
( DIMM 2) 

6 

主電源コネクタ （ ATX ) 

7 

ミニカードスロット （ MINI 1) 

8 

電源ボタンコネクタ ( LEDH 2) 

9 

SATA コネクタ ( SATA 3) 

10 

SATA コネクタ ( SATA 2) 

11 

SATA コネクタ ( SATA 1) 

12 

SATA コネクタ ( SATA 0) 

13 

CMOS リセットジヤンパ 
( CM 0 SCLR 1) 

14 

前面パネル USB コネクタ 
( USBF 2) 

15 

前面パネル USB コネクタ （ USBF 1) 

16 

パスワードリセットジヤンパ 
( PSWDCLR 1) 

17 

前面パネルオーディオコネクタ 
( AUDI 0 F 1) 

18 

PCI Express xl 力ードスロット 
( SL 0 T 4) 

19 

PCI Expressxl 力ードスロット 
( SL 0 T 3) 

20 

PCI Express xl 力ードスロット 
( SL 0 T 2) 

21 

バッテリーソケット ( BT 1) 

22 

PCI Expressx 16 力ードスロット 
( SL 0 T 1) 

23 

シヤーシフアンコネクタ 
( FANSYS 4) 
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コンピュータカバー 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に、お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

A 注意：カバーを取り除いたコンピュータでの作業ができるように、広さ 
30 cm (1 フイート）以上の十分なスペースが作業台上にあることを確認し 
てください。 
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コンピュータカバーの取 y 外し 

^ メモ：必要に応じて、パドロックリングからパドロックを取り外します。 

1コンピュータカパーを上向きにして、コンピュータを横に倒します。 

2ドライパを使用して、コンピュータカパーをシャーシに固定している 
ネジを外します。 

3スライドさせながら、コンピュータの前面からコンピュータカパーを 
外します。 

4カパーを持ち上げてコンピュータから取り外し、安全な場所に置き 
ます。 
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コンピュータカバーの取リ付け 

1ケーブルをすべて接続し、まとめておきます。 

2コンピュータの内部に工具や余った部品が残っていないか確認します。 

3コンピュータカパー下部のタブを、コンピュータの縁にあるスロット 
に合わせます。 

4コンピュータカバーを押さえ、コンピュータの前面に向かってスライ 
ドさせます。 

5コンピュータカパーをシャーシに固定するネジを取り付けます。 



1 ネジ⑵ 


コンピュータカバー 


6コンピュータを直立させます。 

7 11 ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


コンビ ュータカバー I 19 


ン ピュー タ カバー 






メモリモジュール 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に、お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

メモリモジュールの取リ外し 


作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。 

18ページの「コンピュータカパーの取り外し」を参照してください。 

手順 

A 警告：メモリモジュールは通常の動作中に高温になる場合があります。温 
度が下がるのを待つてから、メモリモジュールに触れてください。 

1システム基板上のメモリモジュールコネクタの位置を確認します。 

14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照して < ださい。 

2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開きます。 

3 メモリモジュールをつかんで引き上げます。 

メモリモジュールが取り外しにくい場合は、メモリモジュールを前後 
にゆっくり動かして緩め、コネクタから取り外します。 



1 メモリモジュールコネクタ 2 固定クリップ （2) 

メモリモジュール I 21 


メモリモジュールの取リ付け 

A 注意：メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモジュー 
ルを取 y 外した場合、 新しく装着するモジュールをデルからお買い上げに 
なったとしても、元のメモリモジュールと新しいメモリモジュールは個別 
に保管してください。できるだけ.新しいメモリモジュールと元のメモリ 
モジュールをペアにしないでください。ペアにすると.コンピュータが正 
しく起動しないことがあ y ます。 

A 注意： ECC または DDR 3 U メモリモジュールは装着しないでください。 

手順 

1メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、押し開き 
ます。 


2 メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールコネクタのタブを 
合わせます。 



1 切り欠き （2) 2 タブ 

3 切り込み 4 メモリモジュール 
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メモリモジュール 


A 注意：メモリモジュールの損傷を防ぐため.メモリモジュールの両端に均 
等に力を入れて.コネクタにまっすぐ差し込むようにしてください。 

3 メモリモジュールをメモリモジュールコネクタに差し込んで、メモリ 
モジュールと固定クリップを所定の位置に収めます。 

メモリモジュールが適切に挿入されると、固定クリップはメモリモ 
ジュール両端の切り欠きにカチッと収まります。 



1 切り欠き （2) 2 固定クリップ （2) (所定の位置 

に収まった状態） 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従っ 
てください。 

3 コンピュータとデパイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

メモリ容量が変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 < F 1 > 
を押して続行します。 

コンピュータにログオンします。メモリが正しく取り付けられている 

ことを確認するために、 スタート—コント□ールパネル4システム 

をクリックします。表示されているメモリ （ RAM ) の容量を確認します。 
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前面べゼル 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

前面べゼルの取 y 外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照してください。 


前面べゼル 
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手順 

1コンピュータを直立させます。 

2前面べゼルタブを一度に1つずつ、前面パネルから外側に動かして、 
順番に外します。 

3前面べゼルを回転させてコンピュータの前面から離し、前面べゼル留 
め具を前面パネルス□ットから外します。 



1 前面べゼル 

3 前面べゼルタプ （4) 

5 前面パネル 


2 前面パネルスロット （4) 

4 前面べゼル留め具 （4) 


前面べゼルを安全な場所に置いておきます。 
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前面べゼルの取リ付け 


手順 

1前面べゼル留め具の位置を合わせ、前面パネルス□ットに差し込み 
ます。 

2前面べゼルタブがカチッと所定の位置に収まるまで、コンピュータに 
向かって前面べゼルを回します。 



1 前面べゼル 2 前面べゼルタプ （4) 

3 前面パネルスロット （4) 4 前面べゼル留め具 （4) 

5 前面パネル 
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作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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前面べゼル 



カード固定ブラケット 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www.dell.com/regulatory_compliance をご覧く ださい0 

カード固定ブラケットの取リ外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照してください。 
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手順 

リリースタブを押して、カード固定ブラケットをシャーシから取り外し 
ます。 



30 I 力ード固定ブラケット 



























カード固定ブラケットの取リ付け 


手順 

カード固定ブラケットがカチッと所定の位置に収まるまで、コンピュー 
夕に向かって回しながらしっかりと押し込みます。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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力ード固定ブラケツ 




PCI Express カード 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

PCI Express カードの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。 18 ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

2カード固定ブラケットを取り外します。 29 ページの「カード固定プ 
ラケットの取り外し」を参照してください。 
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手順 

1必要に麻じて、カードに接続されているケープルをすべて外します。 
2 カードス□ットから PCI Express カードを取り外します。 

PCI Express xl カードーカードの上端の角をつかんで、コネクタか 
らゆっくり引き抜きます。 



1 PCI Express xl 力ード 2 PCI Express xl 力ードス ロット 

PCI Express x16 カードーカードクリップタブを横にスライドさせ、 
カードの上端の角をつかんで、コネクタからゆっくり引き抜きます。 



1 力ードクリップタブ 2 PCI Expressx 16 力ードスロット 
3 PCI Express x 16 カード 
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3 カードを取り外したままにする場合、空のカードス□ット開□部に 
フイラーブラケットを取り付けます。 

メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の 
力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラ 
ケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミから保護できます。 

PCI Express カードの取リ付け 

手順 


1カードを取り付ける準備をします。 

カードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた 
カードのカスタマイズについては、カードに付属しているマニュアル 
を参照してください。 

2 PCI Express カードを取り付けます。 

PCI Express xl カード ー PCI Express カードをシステム基板のス□ッ 
卜に設置し、しっかり押し込みます 。 PCI Express カードがスロットに 
完全に装着されているか確認します。 



1 PCI Express xl 力ード 2 PCI Express xl 力ードス ロツト 
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PCI Express x 16 カードー カードクリップタブを横にスライドさせ、 
PCI Express カードをシステム基板のス□ットに設置して、しっかり押 
し込みます 。 PCI Express カードがス□ットに完全に装着されているか 
確認します。 



1 力ードクリップタブ 2 PCI Expressx 16 力ードスロット 

3 PCI Express x 16 力ード 

作業を終えた後に 

1カード固定ブラケットを取り付けます。31ページの「カード固定ブ 
ラケットの取り付け」を参照してください。 

2必要なケープルをカードに接続します。 

ケープルの接続については、カードの付属マニュアルを参照してくだ 
さし、。 

A 注意：カードケ-ブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでくださ 
い。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正 
しく閉まらなくなったリ、装置に損傷を与える恐れがあリます。 

3 コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

4 11ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従っ 
てください。 

5 インストールを完了するには、37ページの 「PCI Express カードを取 
り外した後、または取り付けた後のコンピュータの設定」を参照して 
<ださい。 
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PCI Express カードを取リ外した後、または取 
リ付けた後のコンピュータの設定 

メモ： コネクタの位置については クイックスタートガイド を参眧してくだ 
さい。お使いの力ードのドライバおよびソフトウエアのインストールに関 
する情報は、力ードに同梱の説明書を参照してください。 


サウンド 

力ード 


ネットワーク 
力-ド 


取リ付けた場合 

1セットアップユーティリ 
ティを起動します。89ペー 
ジの「セットアップユー 
ティリティ」を参照してく 
ださい。 

2 Onboard Audio Controller 

(オンボードオーディオコ 
ント□ーラ）に移動し、設 

定を Disabled (無効)に変 

更します。 

3 外付けオーディオデバイス 
をサウンドカードのコネク 
夕に接続します。 

1セットアップユーティリ 
ティを起動しま"3。 

89 ページの「セツトアツ 
プユーティリティ」を参照 
してください。 

2 Onboard LAN Controller 
(オンボード LAN コント 
ローラ）に移動し、設定を 
Disabled (無効)に変更し 
ます。 

3 ネットワークケープルを 
ネットワークカードのコネ 
クタに接続します。 


取り外した場合 

1セットアップユーティリ 
ティを起動します。89ページ 
の「セットアップユーティリ 
ティ」を参照してください。 

2 Onboard Audio Controller 

(オンボードオーディオコン 
卜□ーラ）に移動し、設定 
を Enabled (有効)に変更 
します。 

3 外付けオーディオデバイス 
をコンピュータの背面パネ 
ルコネクタに接続します。 


1セットアップユーティリ 
ティを起動します。89ペー 
ジの「セットアップユー 
ティリティ」を参照してく 
ださし、。 

2 Onboard LAN Controller (才 

ンポード LAN コント□ーラ） 
に移動し、設定を Enabled 
(有効）に変更します。 

3 ネットワークケープルを内 
蔵ネットワークコネクタに 
接続します。 
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ミニカ ー ド 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

A 注意：ミニカードをコンピュータに取り付けない場合は、保護用静電気防 
止パッケージに保管してください。お使いのシステムに同梱されている「安 
全にお使いいただくために」の「静電気障害への対処」を参照してください。 

メモ： デルでは、デル製以外のミニカードに対する互換性の保証またはサ 
ポートの提供は行っておりません。 

コンピュータとワイヤレスミニカードを同時に注文された場合、カード 
は既に取り付けられた状態となっています。 

コンピュータはワイヤレス LAN ( WLAN ) 用のハーフサイズミニカード 
スロットを1つサボートします。 
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ミニカードの取り外し 


作業を開始する前に 

コンピュータカバーを 取り外します。18 ページの「コンピュータカバー 
の 取り外し」 を 参照してください。 

手順 

1アンテナケーブルをミニカードから外します。 

2ミニカードをシステム基板に固定しているネジを外します。 



1 アンテナケープル （2) 2 ネジ 

3 システム基板コネクタからミニカードを持ち上げて外します。 




ワイヤレスミニ カー ド 


ミニカードの取リ付け 

A 注意：コネクタは正しく挿入できるよう設計されています。力を入れすぎ 
ると、コネクタが損傷する場合があります。 

A 注意：ミニカードの損傷を防ぐため.力ードの下にケーブルがないことを 
確認してください。 


手順 

1ミニカードの切り込みをシステム基板コネクタのタブに合わせます。 
2ミニカードを 45 度の角度でシステム基板コネクタに差し込みます。 

3ミニカードのもろ一方の端をシステム基板のス□ットに押し下げ、ミ 
ニカードをシステム基板に固定するネジを取り付けます。 

4インストールしたミニカードに、適切なアンテナケープルを接続しま 
す。ミニカードのラベルには2つの三角形（黒と白）が表示されてい 
ます。 

• 黒のケープルは黒の三角形のコネクタに接続します。 

• 白のケープルは白の三角形のコネクタに接続します。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。 19 ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


ワイヤレスミニカ 
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ワイヤレスミニ カー 






ハードドライブ 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

/ K 警告：ハードドライブが高温の状態でドライブをコンピュータから取リ外 
す場合.ハードドライブの金属製ハウジングには 触れないで ください。 

A 注意：データの損失を防ぐため、コンピュータの電源が入っている状態、 
またはスリープ状態のときにハードドライブを取り外さないでください。 

A 注意：ハ-ドドライブはたいへん壊れやすい部品です。ハ-ドドライブの 
取り扱いには注意してください。 


ハードドライブの取リ外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照してください。 


ハードドライブ 
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手順 

1プライマリハードドライプを取り外す場合は、プライマリハードドラ 
イブから電源ケープルとデータケープルを外します。 

2セカンドハードドライブを取り外す場合は、次の手順を実行します。 

a プライマリハードドライブとセカンドハードドライブから電源 
ケーブルを外します。 

b セカンドハードドライプからデータケープルを外します。 

メモ：この時点でハードドライプを取り付けない場合は、データケープルの 
もう一方の端をシステム基板コネクタから外して脇に置いておきます。デー 
タケーブルは、後ほどハードドライブを取り付けるときに使用できます。 

3ハードドライブアセンブリをハードドライブベイに固定しているネ 
ジを外します。 

A 注意：ハードドライブの取リ外し中や取リ付け中に、ハードドライブの回 
路基板に傷を付けないように注意してください。 

4ハードドライブアセンブリを持ち上げてコンピュータから取り外し 
ます。 
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プライマリハードドライプ 



1 プライマリハードドライプアセンブリ 
3 電源ケーブル 



2 デ—タケ—プル 
4 ネジ⑵ 


ハードドライブ I 45 








セカンドハードドライブ 





1 セカンドハードドライプアセンブリ 2 デ—タケ—プル 

3 電源ケープル 4 ネジ⑵ 
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5 ハードドライブブラケットをハードドライブに固定するネジ（片側に 
1本ずつ）を取り付けます。 

6ハードドライブブラケットをハードドライプから取り外します。 



ハードドライブ 2 ネジ⑵ 

ハードドライププラケット 


3 


7ハードドライブを取り外すことによってドライブ構成が変更される 
場合、その変更をセットアップユーティリティで必ず反映してくださ 
し、。 89 ページの「セツトアップユーティリティ」を参照してください。 
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ハードドライブの取リ付け 


手順 

1ハードドライプに付属のマニュアルを参照して、ハードドライプがお 
使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

2ハードドライプブラケットを所定の位置に配置し、ハードドライブプ 
ラケットをハードドライプに固定するネジ（片側に1本ずつ）を取り 
付けます。 

3ハードドライブアセンブリをハードドライブベイに挿入します。 

4ハードドライプアセンプリをハードドライプベイに固定するネジを 
取り付けます。 

5プライマリハードドライプを取り付ける場合は、プライマリハードド 
ライブに電源ケープルとデータケープルを接続します。 

6セカンドハードドライブを取り付ける場合は、次の手順を実行します。 

a プライマリハードドライプとセカンドハードドライプに電源ケー 
プルを接続します。 

b セカンドハードドライプにデータケープルを接続します。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。 19 ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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オプティカルドライブ 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

オプティカルドライブの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

2 前面べゼルを取り外します。25ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 


オプティカルドライプ 
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手順 

1プライマリオプティカルドライブを取り外す場合は、プライマリオプ 
ティカルドライプから電源ケープルとデータケーブルを外します。 

2セカンダリオプティカルドライプを取り外す場合は、次の手順を実行 
します。 

a プライマリオプティカルドライプとセカンダリオプティカルドラ 
イプから電源ケープルを外します。 


b セカンダリオプティカルドライプからデータケープルを外します。 

メモ：この時点でオプティカルドライプを取り付けない場合は、データ 
ケ _ プルのもう_方の端をシステ厶基板コネクタから外して脇に置いてお 
きます。そのデータケープルは、後ほどオプティカルドライプを取り付け 
るときに使用できます。 


3オプティカルドライブをシャーシに固定しているネジを外します。 

4オプティカルドライプを押してスライドさせ、コンピュータの前面か 
ら取り出します。 
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プライマリオプティカルドライブ 



4 



1 電源ケープル 2 デ—タケ—プル 

3 プライマリオプティカルドライプ 4 ネジ （2) 
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セカンダリオプティカルドライプ 


4 





1 電源ケープル 2 デ—タケ—プル 

3 セカンダリオプティカルドライプ 4 ネジ （2) 

5オプティカルドライブを安全な場所に置いておきます。 
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オプティカルドライブの取り付け 

手順 

1取り外したオプティカルドライブのネジを外し、新しいオプティカル 
ドライブに差し込みます。 



1 ネジ 
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2 セカンダリオプティカルドライブを取り付けるには、分離用金属プ 
レートをシャーシから引き抜きます。 



ifel 

liP 


i 分離用金属プレート 

3コンピュータの前面からオプティカルドライブをオプティカルドラ 
イプベイにゆっくりスライドさせます。 

4オプティカルドライブのネジ穴とシャーシのネジ穴の位置を合わせ 
ます。 

5オプティカルドライプをシャーシに固定するネジを取り付けます。 
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6 プライマリオプティカルドライプを取り付ける場合は、プライマリオ 
プティカルドライプに電源ケープルとデータケープルを接続します。 

7セカンダリオプティカルドライブを取り付ける場合は、次の手順を実 
打します。 

a プライマリオプティカルドライプとセカンダリオプティカルドラ 
イプに電源ケープルを接続します。 

b セカンダリオプティカルドライプにデータケープルを接続します。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 


2前面べゼルを取り付けます。27ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

311ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 
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前面 I/O パネル 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www.dell.com/regulatory_compliance をご覧く ださい0 

前面 i / o パネルの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

2前面べゼルを取り外します。25ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 


前面 I / O パネル 
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手順 

メモ：新しい前面 I / O パネルを取り付けるときに正しく元どおりに配線で 
きるように、ケープルを取り外す際に配線をすべて書き留めておいてくだ 
さい。 


1前面 I / O パネルケープルをシステム基板コネクタ （ AUDIOF 1、 USBF 1、 
および USBF 2) から取り外します。14ページの「システム基板のコ 
ンポーネント」を参照してください。 

2前面 I / O パネルを前面パネルに固定しているネジを外します。 

3図のように、前面 I / O パネルを横にスライドさせ、前面パネルから留 
め具を取り外して引き出します。 
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前面 I / O パネルの取リ付け 


手順 

A 注意：ケーブルコネクタおよびケープル配線クリップへの損傷を防ぐた 
め、前面 I / O パネルを前面 I / O パネル固定スロットにゆっくりとスライドさ 
せます。 


1 I / O パネル留め具を前面パネルのス□ットに合わせ、差し込みます。 

2前面 I / O パネルを前面パネルに固定するネジを取り付けます。 

3前面 I / O パネルケープルをシステム基板コネクタ （ AUDIOF 1、 USBF 1、 
および USBF 2) に接続します。14ページの「システム基板のコンポー 
ネント」を参照してください。 

作業を終えた後に 

1前面べゼルを取り付けます （27 ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照)。 

2コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

311ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


前面 I / O パネル I 59 


60 I 前面 I / O パネル 





鼋源ボタンモジュール 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

電源ボタンモジュールの取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

2前面べゼルを取り外します。25ページの「前面べゼルの取り外し」を 
参照してください。 


電源ボタンモジュール I 61 



手順 

1システム基板コネクタ ( LEDH 2) から電源ポタンモジュールケープル 
を外します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照 
してください。 

2電源ポタンモジュールタブを押し、電源ポタンモジュールを引っ張っ 
て、前面パネルから外します。 



1 電源ボタン モジュール 2 電源ボタン モジュール タブ （4) 

3電源ポタンモジュールを安全な場所に保管しておきます。 


62 I 電源ボタンモジュール 


















電源ボタンモジユールの取リ付け 

手順 

1電源ポタンモジュールタブを前面パネルのス□ットに合わせ、押し込 
みます。 


2電源ポタンモジュールケープルをシステム基板コネクタ （ LEDH 2) に 
接続します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照 
してください。 

作業を終えた後に 

1前面べゼルを取り付けます。27ページの「前面べゼルの取り付け」を 
参照してください。 

2コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

311ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


電源ボタンモジュール I 63 



64 I 電源ボタンモジュール 






シャーシフアン 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

シャーシフアンの取リ外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照してください。 


ンヤーン ノ アン 


I 65 



手順 

1シャーシファンケープルを、システム基板コネクタ ( FANSYS 4) から 
外します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

2シャーシファンをシャーシに固定しているネジを外します。 

3図のように、シャーシフアンをスライドさせて、コンピュータから取 
り外します。 



66 I シヤーシフアン 

















シャーシフアンの取リ付け 

手順 

1シャーシフアンのネジ穴とシャーシのネジ穴の位置を合わせます。 

2シャーシフアンをシャーシに固定するネジを取り付けます。 

3 シャーシフアンケープルをシステム基板コネクタ （ FANSYS 4) に接続 
します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照して 
ください。 

作業を終えた後に 

コンピュータカバーを 取り付けます。19 ページの「コンピュータカバー 
の 取り付け」 を 参照して<ださい。 


シヤーシフアン I 67 



68 I シヤーシフアン 




15 

プロセッサフアンおよびヒート 
シンクアセンブリ 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

プロセッサフアンおよびヒートシンクアセン 
プリの取 y 外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照して<ださい。 


プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリ I 69 



手順 

A 警告：プラスチック製のシールドがあっても、プロセッサファンおよび 
ヒートシンクアセンブリは通常の動作中に高温になる場合があります。 
ヒートシンクアセンブリに触れる前には十分に時間をかけ、アセンブリの 
温度が下がっていることを確認してください。 

/\注意：プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリは単一のユニット 
です。ファンだけを単独で取り外さないでください。 

/\注意：プロセッサの冷却効果を最大にするため、プロセッサファンおよび 
ヒートシンクアセンブリの放熱部分には触れないでください。皮脂が付く 
とサーマルグリースの放熱能力が低下する場合があ y ます。 

1プロセッサファンケーブルをシステム基板コネクタ ( FANCPU ) から 
外します。 14 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

2マイナスドライパを使用して、プロセッサファンおよびヒートシンク 
アセンブリをシステム基板に固定している拘束ネジを緩めます。 

3プロセッサフアンとヒートシンクアセンブリを持ち上げながら、コン 
ピュータから取り出します。 



1 プロセッサファンケープル 2 
3拘束ネジ （4) 


プロセッサフアンおよびヒートシン 
クアセンブリ 


70 I プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリ 






















プロセッサフアンおよびヒートシンクアセン 
プリの取 y 付け 


手順 

A 注意：新しいサーマルグリースを塗リます。新しいサーマルグリースは適 
切な熱接合を保つためにきわめて重要で、プロセッサが最適に動作するた 
めの必須条件です。 

A 注意：プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリが正しく位置合わ 
せされていない場合、システム基板およびプロセッサに損傷を与える恐れ 
があリます。 

メモ： 元のプロセッサ、およびプロセッサファンとヒートシンクアセンブ 
リを共に再び取り付ける場合は、元のサーマルグリースを使用できます。 
プロセッサ、またはプロセッサファンとヒートシンクアセンブリを取り付 
ける場合は、熱伝導性を確実にするために、キット内のサーマルパッドを 
使用します。 

1プロセッサの上面にサーマルグリースを新たに塗布します。 

2プロセッサファンとヒートシンクアセンブリをプロセッサに配置し 
ます。 

3 プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの拘束ネジを、シス 
テム基板のネジ穴に合わせます。 

4 プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリをシステム基板に 
固定する拘束ネジを締めます。 

5 プロセッサファンケーブルをシステム基板コネクタ ( FANCPU ) に接 
続します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照し 
てください。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリ I 71 


72 I プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリ 





プロセッサ 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

プロセッサの取 y 外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

, A 警告：プラスチック製のシールドがあっても、プロセッサファンおよび 
ヒートシンクアセンブリは通常の動作中に高温になる場合があります。 
ヒートシンクアセンブリに触れる前には十分に時間をかけ、アセンブリの 
温度が下がっていることを確認してください。 

2コンピュータからプロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリ 
を取り外します。 

69ページの「プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの取 
り外し」を参照してください。 


プロセッサ 


I 73 



手順 

1リリースレバーを押し下げ、次に反対側に押し上げて、固定タブから 
外します。 

2 リリースレパーを完全に延ばして CPU カパーを開きます。 



1 CPU カバー 2 タブ 3 リリースレバー 

A 注意：プロセッサを取り外す際は.ソケット内側のピンに触れたリ、ピン 
の上に物を落とさないようにしてください。 

3 CPU カパーを開き、プロセッサソケットからプロセッサをゆっくり持 
ち上げて、取り外します。 

新しいプロセッサをソケットにすぐに取り付けられるよ〇、リリース 
レパーはリリース位置に広げたままにしておきます。 


74 I プロセッサ 


プロセッサの取リ付け 

手順 

1プロセッサの底部に触れないように注意しながら、新しいプロセッサ 
をパッケージから取り出します。 

A 注意：プロセッサに損傷を与えることを避けるため、プロセッサをプロ 
セッサソケットに正しく装着してください。 

2ソケット上のリリースレパーが完全に開いていない場合、その位置ま 
で動かします。 

3プロセッサの位置合わせ用切り込みをソケットの位置合わせタブに 
向けます。 

4プロセッサとプロセッサソケットの1番ピンの角を合わせてから、プ 
□セッサをプロセッサソケットに配置します。 

プロセッサをソケットに軽く置いて、プロセッサが正しい位置にある 
か確認します。 



ソケット 

位置合わせ用切り 
込み⑵ 


プロセッサ 

プロセッサ1番ピ 
ンのインジケータ 


位置合わせタブ （2) 


プロセッサ I 75 


A 注意： CPU カバーの切り込みが位置合わせボストの下にあることを確認し 
^てください。 

5 プロセッサがソケットに完全に装着されたら、 CPU カパーを閉じます。 

6リリースレパーを下向きに回して CPU カバーのタブの下に来るよう 
にします。 



1位置合わせポスト 2タブ 3 CPU カバー 

4リリースレバー 5プロセッサ 6 CPU カバーの切り込み 

作業を終えた後に 

1プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取り付けます。 
71ページの「プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの取 
り付け」を参照してください。 

2 コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

3 11ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
て < ださい。 


76 I プロセッサ 




コイン型電池 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの、安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

/ K 警告：バッテリーが適切に取り付けられていないと、爆発する恐れがあ y 
ます。バッテリーを交換する場合は、必ず同一または同等のタイプのバッ 
テリーと交換してください。使用済みのバッテリーは、製造元の指示に従つ 
て廃棄してください。 

A 注意：コイン型電池を取り外すと、 BIOS の設定がデフォルト状態にリセッ 
卜されます。コイン型電池を取り外す前の BIOS の設定を書き留めておくこ 
とをお勧めします。セットアップユーティリティを起動する手順について 
は、89ページの「セットアップユーティリティ」を参照してください。 

コイン型電池の取リ外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 

の取り外し」を参照してください。 


コイン型電池 I 77 


手順 

1バッテリーソケットを確認します。 14 ページの「システム基板のコ 
ンポーネント」を参照してください。 

2電池取り外しレパーをパッテリーの反対側に押して、コイン型電池を 
外します。 



1 電池取り外しレバー 2 コイン型電池 

3 バッテリーソケット 

3電池を安全な場所に置いておきます。 


78 I コイン型電池 







コイン型電池の取リ付け 


手順 

バッテリー （ CR 2032) の「+」側を上に向けてソケットに挿入し、パッ 
テリーをソケットに押し込みます。 




1 コイン型電池 2 バッテリーソケット 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 

3 セットアップユーティリティを起動し、時刻と日付を設定します。 

89ページの「セットアップユーティリティの起動」を参照してくだ 
さし、。 

4 コイン型電池を取り外す前に書き留めておいた値で BIOS の設定を 
アップデートします。89ページの「セットアップユーティリティの 
起動」を参照してください。 


コイン型電池 I 79 














イン型電池 




電源装置 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

電源装置の取 y 外し 

作業を開始する前に 

コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照してください。 


電源装置 I 81 



手順 

1 DC 電源ケープルをシステム基板およびドライプから取り外します。 
14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照してください。 

2電源装置をシャーシに固定しているネジを外します。 

3 電源装置留め具を押し、シャーシから外します。 

4 電源装置をスライドさせてシャーシから取り外します。 





1 ネジ （4) 2 電源装置 

3 電源装置留め具 


82 I 電源装置 




電源装置の取リ付け 

手順 

1電源装置をシャーシの背面に向かってスライドさせます。 

2電源装置のネジ穴とシャーシのネジ穴の位置を合わせます。 

3電源装置をシャーシに固定するネジを取り付けます。 

4 DC 電源ケープルをシステム基板およびドライプに接続します。 

14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照してください。 

作業を終えた後に 

1コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

211ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


電源装置 I 83 



84 I 電源装置 





システム基板 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.お使いのコンピュータに付 
属しているガイドの，安全にお使いいただくための注意事項を読んで、 
9ページの「作業を開始する前に」の手順を実行してください。安全にお使 
いいただくためのベストプラクティスの追加情報に関しては.規制順守 
ホームページ www . dell . com / regulatory_compliance をご覧く ださい 0 

システム基板の取リ外し 

作業を開始する前に 

1コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

2 必要に麻じて、ミニカードを取り外します。40ページの「ミニカー 
ドの取り外し」を参照してください。 

3 必要に麻じて 、 PCI Express カードを取り外します。33ページの 「PCI 
Express カードの取り外し」を参照してください。 

4 プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取り外します。 
69ページの「プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの取 
り外し」を参照してください。 


5 プロセッサを取り外します。73ページの「プロセッサの取り外し」を 
参照してください。 

6 メモリモジュールを取り外します。21ページの「メモリモジュール 
の取り外し」を参照してください。システム基板を取り付けた後、元 
どおりに戻せるように、各 DIMM ス□ットから取り外したメモリモ 
ジュールを書き留めておきます。 


システム基板 I 85 



1 2 

1 ネジ （6) 2 システム 基板 

3 システム基板を持ち上げて、シャーシから取り出します。 


手順 

1システム基板に接続されているすべてのケープルを外します。 
14ページの「システム基板のコンポーネント」を参照してください。 
新しいシステム基板を取り付けた後で正しく元どおりに配線できる 
よ〇に、ケープルを取り外す際に配線をすべて書き留めておいてくだ 
さし、。 

2システム基板をシャーシに固定しているネジを外します。 



86 I システム基板 













































































4 取り出したシステム基板と交換用システム基板を比較して、同じもの 
であることを確認します。 

メモ：交換用システム基板上のコンポーネントおよびコネクタの一 
部は、既存のシステム基板上にあるコンポーネントおよびコネクタと 
は別の場所にある場合があります。 

メモ：交換用システム基板のジャンパ設定は、出荷時に設定されてい 
ます。 


システム基板の取リ付け 

手順 

1システム基板をシャーシに配置し、コンピュータの背面へスライドさ 
せます。 

2ネジを元どおりに締めて、システム基板をシャーシに固定します。 

3 システム基板から取り外したケープルを、元どおりに配線して接続し 
ます。 

◎ メモ：システム基板コネクタに関する情報は、 14 ページの「システム基板 
のコンポーネント」を参照してください。 

作業を終えた後に 

1プロセッサを取り付けます。75ページの「プロセッサの取り付け」を 
参照してください。 

2プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取り付けます。 
71ページの「プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの取 
り付け」を参照してください。 

3 メモリモジュールを取り付けます。22ページの「メモリモジュール 
の取り付け」を参照してください。 

4 必要に麻じて 、 PCI Express カードを取り付けます。35ページの 「PCI 
Express カードの取り付け」を参照してください。 

5 必要に麻じて、ミニカードを取り付けます。41ページの「ミニカー 
ドの取り付け」を参照してください。 

6コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

7 11ページの「コンピュータ内部の作業を終えた後に」の手順に従つ 
てください。 


システム基板 I 87 



BIOS にサービスタグを入力する方法 

1コンピュータの電源を入れます。 

2 POST 中に < F 2> を押してセットアップユーティリティを起動します。 

3 メインタブに移動して 、 Service Tag Input (サービスタグの入力） 
フィールドにサービスタグを入力します。 

^ メモ：サービスタグがない場合のみ 、 Set Service Input (サービス入力の設 
定）フイールドに手動でサービスタグを入力します。 
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セツトアップユーテイリテイ 


概要 

セットアップユーティリティを使用すると、以下の操作を行〇ことがで 

きます。 

• RAM 容量、ハードドライブ容量など、コンピュータに取り付けられ 
たハードウエアに関する情報の取得 

• システム設定情報の変更 

• ユーザーパスワード、取り付けられたハードドライプの種類、基本デ 
パイスの有効または無効など、選択可能オプションの設定または変更 

A 注意：コンピュータに詳しい方以外は、このプログラムの設定を変更しな 
いでください。設定を間違えるとコンピュータが正常に動作しなくなる可 
能性があリます。 

ぬ メモ：セットアップユーティリティを変更する前に、セットアップ画面の 
情報を後で参照できるように書き留めておくことをお勧めします。 

セットアップユーティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 POST 中に、 DELL のロゴが表示されたら、 F 2 プ□ンプトが表示される 
のを待ち、表示後すぐに < F 2> を押します。 

■ メモ： F 2 プロンプトは、キーボードが初期化されたことを示します。 
このプロンプトは瞬時に表示されるため、表示されるのを注意して待 
ち、 < F 2> を押す必要があります。プロンプトが表示される前に < F 2> を 
押した場合、そのキーストロークは無視されます。キーを押すタイミ 
ングが遅れて、オペレーティングシステムのロゴが表示されてしまつ 
たら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機 
します。その後、コンピュータの電源を落として操作をやりなおして 
ください。9ぺージの「コンピュータと接続デバイスの電源を切る」を 
参照してください。 
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セットアップ画面 

セットアップ画面には、お使いのコンピュータの現在の設定情報または 
変更可能な設定情報が表示されます。画面の情報は、 セットアップアイ 
テム、 アクティブな ヘルプ画面、 および キー操作と いう3つの領域に分 
かれています。 


Setup Item (セットアップアイ 

テム） 一 このフィールドはセッ 
トアップ画面の左側に表示され 
ます。このフィールドは、取り付 
けられたハードウェア、省電力機 
能、およびセキュリティ機能を含 
S 、 コンピュータの構成を定義す 
るオプションを表示する、スク 
ロール可能なリストです。 

上下矢印キーを使用して、リスト 
を上下に スクロール します。オプ 
ションをハイライト表示すると、 
Help Screen (ヘルプ画面) I こそ 
のオプシヨンについての詳細と 
使用可能な設定が表示されます。 


Help Screen (ヘルプ画面）一この 
フィールドはセットアップ画面の 
右側に表示され、 Setup Item (セッ 
トアップアイテム）に示されている 
各オプションについての情報が含 
まれています。このフィールドで 
は、お使いのコンピュータに関する 
情報を表示したり、現在の設定を変 
更したりできます。 

上下矢印キーを押して、オプション 
をハイライト表示します。選択をア 
クティブにするには < Enter > を押 
し、 Setup Item (セットアップアイ 
テム）に戻ります。 

メモ： Setup Item (セットアップアイテ 
ム）に表示されている設定には、変更で 
きないものもあります。 


Key Functions (キー操作）一このフイールドは Help Screen (ヘルプ 
画面）の下に表示され、アクティブなセットアップユーティ 1 」ティ 
フイールドのキーとその機能を一覧表示します。 
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セツトアツプオプション 

メモ： お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによって 
は、本項に一覧表示された項目がない場合、または異なる場合があります。 

Main ( メイン）一 System Information ( システム情報） 

BIOS Revision BIOS のリビジョン番号を表示します。 

(BIOS のリビジョン） 

BIOS Build Date ビルドの日付を mm / dd / yyyy 形式で表 

(bios ビルドの日付） 示します。 

System Name (システム名） システム名を表示します。 

System Time (システム時間） 時刻を hh : mm : ss 形式で表示します。 

System Date (システム日付） 現在の日付を mm / dd / yyyy 形式で表示 

します。 

Service Tag (サービスタグ） コンピュータのサービスタグがある揚 

合は、そのサービスタグを表示します。 

サービス タグがない場合は、 サービス タ 
グを手動で入力するためのフィールド 
が表示されます。 

Asset Tag (管理タグ） コンピュータの管理タグがある場合は、 

その管理タグを表示します。 


Main ( メイン）一 Processor Information ( プロセッサ情報） 

Processor Type プ□セッサの種類を表示します。 

(プロセッサの種類） 

Processor ID (プ□セッサ ID) プ□セッサ ID を表示します。 

Processor Core Count プ□セッサの公称コア数を表示します。 

(プロセッサのコア数） 

Processor LI Cache プ□セッサの L 1 キャッシュサイズを表 

(プ□セッサ L 1 キャッシュ） 示します。 

Processor L2 cache プ□セッサの L2 キャッシュサイズを表 

(プ□セッサ L 2 キャッシュ） 示します。 

Processor L3 Cache プ□セッサの L3 キャッシュサイズを表 

(プ□セツサ L 3 キャッシュ） 示します。 
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Main ( メイン ） _ Memory Information ( メモリ情報） 

Memory Installed (搭載メモリ） 

インストールされたメモリ容量を MB 
単位で表示します。 

Memory Running Speed 
(メモリ 実行 速度） 


メモリ速度を MHz 単位で表示します。 

Memory Technology 
(メモリテクノロジ） 


搭載されているメモリのタイプを示し 
ます。 


Main ( メイン ） _ SATA Information 

(SATA 情報） 

SATA 1 



Device Type 
(デバイスの 種類） 


SATA1 コネクタに取り付けられたデバ 
イスの種類を表示します。 

Device ID 
(デバイス ID) 


取り付けられたデバイスのシリアルナ 
ンバーを表示します。 

Device Size 

(デパイス 容量） 


デバイスがハードドライプの場合に、 
取り付けられたデバイスの容量を表示 
します。 

SATA 2 



Device Type 
(デバイスの 種類） 


SATA2 コネクタに取り付けられたデバ 
イスの種類を表示します。 

Device ID (デバイス 

ID) 

取り付けられたデバイスのシリアルナ 
ンバーを表示します。 

Device Size 

(デバイス 容量） 


デバイスがハードドライプの場合に、 
取り付けられたデバイスの容量を表示 
します。 

SATA 3 



Device Type 
(デバイスの 種類） 


SATA3 コネクタに取り付けられたデバ 
イスの種類を表示します。 

Device ID (デバイス 

ID) 

取り付けられたデバイスのシリアルナ 
ンバーを表示します。 

Device Size 

(デバイス 容量） 


デバイスがハードドライプの場合に、 
取り付けられたデバイスの容量を表示 
します。 
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Main (メイン）一 SATA Information 

(SATA 情報）（続き：） 

SATA 4 


Device Type 
(デバイスの種類） 

SATA 4 コネクタに取り付けられたデバ 
イスの種類を表示します。 

Device ID H ノ ゞ イス ID ) 

取り付けられたデバイスのシリアルナ 
ンパーを表示します。 

Device Size 

(デバイス容量） 

デバイスがハードドライプの場合に、 
取り付けられたデバイスの容量を表示 
します。 


Advanced (詳細設定）一 CPU Feature (CPU 機能） 


Intel Hyper-Threading プ□セ ツサの インテル•ハイパース 

Technology (インテル•ハイパースレツディング機能を有効または無効に 
レツディング • テクノロジー） できます。 

Enabled (有効）または Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 

Intel(R) SpeedStep Technology プ□セツサの Intel SpeedStep 機能を有 
(Intel(R) SpeedStep テクノロジ）効また:は無効にできます。 

Enabled (有効）または Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 


Intel(R) Virtualization 
Technology QIntel(R) ノ V —— チヤフ 
イ ゼーシヨン テクノロジ） 


プロセッサの Intel 仮想化機能を有効 
または無効にできます。 

Enabled (有効)または Disabled (無効) 
(デフオルトは Enabled (有効)） 


CPU XD Support 
(CPU XD サポート） 


Limit CPUID Value 
(CPU ID 値の制限） 


プロセッサの実行防止モードを有効ま 
たは無効にできます。 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 

プロセッサの標準 CPU ID 機能がサ 
ポートする最大値を制限することがで 
きます。 


Enabled (有効）また:は Disabled (無効) 
(デフオルトは Disabled (無効)) 
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Advanced (詳細設定）一 CPU Feature (CPU 機能） (続き) 

Multi Core Support プ□セッサでコアを 1 つ、あるいはす 

(マルチコアサポート） ベて有効にするかを指定することがで 

きます。 

Enabled (有効）または Disabled (無効） 
(デフォルトは Enabled (有効)) 

Enabled (有効）-すベてのコア、 Disabled 
(無効）-1つのコアのみ 

Intel(R) Turbo Boost プロセッサの Intel ターボ•ブースト. 

Technology (Intel(R) ターボ • テクノロジーを有効また:は無効にでき 
ブースト • テクノロジー） ます。 

Enabled (有効）または Disabled (無効） 
(デフオルトは Enabled (有効)) 


Advanced (詳細設定）一 USB Configuration (USB の設定） 

Front USB Ports お使いのコンピュータの前面 USB ポートを有効 

(前面 USB ポート） または無効にできます。 

Enabled (有効）まだ:は Disabled (無効)(デフォ 

ルトは Enabled (有効)) 

Rear USB Ports お使いのコンピュータの背面 USB ポートを有効 

(背面 USB ポート） または無効にできます。 

Enabled (有効）まだ:は Disabled (無効)(デフォ 

ルトは Enabled (有効)) 


Advanced (詳細設定）_ Onboard Device Configuration 

(オンポードデパイスの設定）_ 

Onboard Audio オーディオコント□ー ラを有効または無効にで 

Controller (オンボード きます。 

才丁ィオ」ント□ーフノ Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフォ 

ルトは Enabled (有効)) 
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Advanced (詳細設定）一 Onboard Device Configuration 
(オンポードデパイスの設定） (摘き'> 


SATA Mode ( SATA モード）内蔵ハードドライブコント□ーラの動作モード 

を設定できます。 

ATA Mode(ATA モード）、 AHCI Mode(AHCI モー 
ド）（デフォルトは AHCI モード） 

注意 ： SATA Mode ( SATA モード）を変更すると. 
オペレーティングシステムが起動しない場合が 
あります。 


OnDoard LAN Controller オンボード LAN コン ト □ー ラを有効または無効 
(オンボード LAN コン ト に設定できます。 

D — フ^ ) Enabled (有効）また:は Disabled (無効）（デフォ 

ルトは Enabled (有効）) 


Onboard LAN Boot ROM 
(オンボード LAN ブート 
ROM) 


ネットワークからコンピュータを起動できます。 

Enabled (有効）まだ:は Disabled (無効)(デフォ 
ルトは Disabled (無効)) 


Boot (起動） 


Numlock Key 
^Numlock - ) 


Keyboard Errors 

(キーボードエラー） 


USB Boot Support 
(USB 起動サポート） 


Boot Mode (起動モード） 
1st Boot (最初の起動） 


起動時に Num Lock キーの状態を設定できます。 

On (オン）または Off (オフ）（デフオルトは〇 n 
(オン)） 

起動時にキーボード関連のエラーの表示を有効 
または無効にできます。 

Report (報告する)また:は Do Not Report (報告 
しない）(デフオルトは Report (報告する)) 

ハードドライブ、オプティカルドライブ、 USB 
キーなど、大容量ストレージデバイスからの起動 
を有効または無効にできます。 

Enabled (有効）まだ:は Disabled (無効)(デフオ 
ルトは Disabled (無効)) 

使用可能なデバイスから起動順序を指定します。 

最優先される起動デ/ ゞ イスを表示します。 


2nd Boot (2 番目の起動） 2 つ目の起動デバイスを表示します。 


3rd Boot (3 番目の起動）3つ目の起動デバイスを表示します。 
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Boot (起動） (続き) 

4th Boot (4 番目の起動）4つ目の起動デバイスを表示します。 
5th Boot (5 番目の起動） 5 つ目の起動デバイスを表示します。 


Power (電源） 

Wake Up by Integrated 特別な LAN シグナルまたは特別なワイヤレス 
LAN/WLAN (内蔵 LAN/WLAN LAN シグナルによってコンピュータを起動でき 
による復帰） ます。 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効)(デフオ 
ルトは Disabled (無効)) 

AC Recovery 電力障害から復帰した後のコンピュータの動作 

(AC リカバリ） を設定できます。 

Power Off (電源オフ ）、 Power On (電源オン）、 
また:は Last Power State (直前の電源状態） 

(デフオルトは Power Off (電源オフ）） 

Auto Power On コンピュータの自動電源投入を有効または無効 

(オートパワーオン） にできます。 

Enabled (有効）また:は Disabled (無効)(デフオ 
ルトは Disabled (無効)) 

Auto Power On Mode 每日、または事前に選択した日付にコンピュータ 

(オートパワーオンモード）の電源が自動投入されるよろ設定できます。この 

オプションは Auto Power On (オートパワーオ 
ン）モードが Enabled (有効）に設定されている 
揚合にのみ設定でさます。 

Everyday (每日)まだ:は Selected Day (選択した: 
日付）（デフオルトでは Selected Day (選択しだ: 
日付)） 

Auto Power On Date コンピュータの自動電源投入が必要な日付を設 

(自動電源投入の日付） 定できます。このオプションは Auto Power On 

(オートパワーオン）モードが Enabled (有効）に 
設定されている場合にのみ設定できます。 

1〜31(デフオルトでは 15) 
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Power (電源） (続き) 

Auto Power On Time コンピュータの自動電源投入が必要な時刻を設 

(自動電源投入の時刻） 定できます。このオプションは Auto Power On 

(オートパワーオン）モードが Enabled (有効）に 
設定されている揚合にのみ設定できます。 
hh:mm:ss (デフオルトでは 12:30:30) 


Security (セキユリティ） 

Supervisor Password スーパーパイザパスワードのステータスを 表示 

(スーパーバイザパスワード）します。 

User Password ユーザーパスワードのステータスを表示します。 

(ユーザーパスワード） 

Set Supervisor スーパーパイザパスワードを設定、変更、または 

Password (スーパーバイザ削除できます。 

パスワードの設定） 

User Access Level ユーザーのアクセスレベルを設定できます。 

(ユーザーノノクセスレベル） No Access (アクセス不可）、 View Only (表示の 

み）、 Limited (制限付き）または Full Access (フ 

ルアクセス）（デフオルトでは Full Access (フル 

アクセス)） 

• No Access (アクセス不可）：ユーザーはセット 
アップオプションを編集することはできません。 

• View Only (表示のみ）：ユーザーはセットアッ 
プオプションの表示のみで含ます。 

• Limited (制限付き）：ユーザーは特定のセット 
アップオプションを編集できます。 

• Full Access (フルアクセス）：ユーザーは 
Supervisor Password (スーパーパイザパス 
ワード）以外のすべてのセットアップオプ 
ションを編集できます。 

Set User Password ユーザーパスワードを設定、変更、または削除で 

(ユーザーパスワードの設定）きます。 
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Security (セキュリティ） （続き) 

Password Check セットアップユーテイリテイの起動時、またはコ 

〇\°スワードの確認） ンピュータの各起動時のパスワード認証を有効 

にできます。 

Setup (セットアップ）まだ:は Always (常に行う） 
(デフオルトは Setup (セツトアップ)） 


Exit (終了）_ 

Save Changes and Reset 変更を保存して、セットアップ ユーテ イリテイを 
(変更を保存してリセット）終了できます。 

Discard Changes and 変更を破棄して、セットアップ ユー テイリテイを 

Reset 終了できます。 

(変更を破棄してリセット） 

Load Default デフォルト設定に戻すことができます。 

(デフオルト設定を□ー ド） 
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起動順序 

この機能を使って、デパイスの起動順序を変更します。 

起動オプション 

• USB Floppy (USB フロッピー)—コンピュータは USB フロッピー 
ディスクドライプからの起動を試みます。オペレーティングシステム 
がフ□ッピーディスクにない場合、コンピュータはエラーメッセージ 
を生成します。 

• Hard Drive (ハードドライプ）ーコンピュータはプライマリハード 
ディスクドライプからの起動を試みます。オペレーティングシステム 
がドライプにない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成しま 
す。 


• CD / DVD / CD-RW Drive (CD/DVD/CD-RW ドライプ） ー コンピュータ 
は CD/DVD/CD-RW ドライブからの起動を試みます。ドライプに 
CD/DVD/CD-RW がない場合、あるいは CD/DVD/CD-RW にオペレー 
ティングシステムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生 
成します。 

• USB Storage Device (USB ストレージデパイス）一 USB ポートにメモ 
リデパイスを挿入し、コンピュータを再起動します。画面の右下角に 
F 12 Boot Options (F12 起動オプション）と表示されだ:ら、 <H2> 
を押します。 BIOS がデパイスを認識し、 USB flash オプションを起動 
メニューに追加します。 

D メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でな 
ければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起 
動可能であるか確認してください。 

• Network (ネットワーク） ー コンピュータはネットワークからの起動 
を試みます。オペレーティングシステムがネットワークにない場合、 
コンピュータは エラー メッセージを生成します。 

メモ：ネットワークから起動するには、セットアップューティリティ 
で Onboard LAN Boot ROM (オンボード LAN 起動 ROM ) オプショ 
ンが有効に設定されていることを確認してください。 89 ページの 
「セツトアップユーティリティ」を参照してください。 


セットアップユーティリティ I 99 



現在の起動用の起動順序の変更 

この機能を利用して現在の起動順序を変更します。例えば 、 Drivers and 
Utilities メディアから Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行するだ; 
め、 CD / DVD / CD - RW ドライプから起動します。診断テストの完了後、起 
動順序は以前の順序に戻ります。 

1 USB デパイスから起動する揚合は、 USB デパイスを USB ポートに接続 
します。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3 画面の右下角 I こ F2 Setup(F2 セットアップ)、 F12 Boot Options 
(F12 起動オプション）と表示されたら、<卩12>を押します。 

メモ：キーを押すタイミングが遅れて、オペレーティングシステムの 
ロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示 
されるまでそのまま待機します。コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおしてください。 

すべての利用可能な起動デパイスを一覧表示した Boot Device 
Menu (起動デパイスメニュー）が表示されます。 

4 Boot Device Menu ( 起動デパイスメニュー） で、起動を実行しだ;い 

デバイスを選択します。 

例えば 、 USB メモリキーに起動している場合、 USB Storage Device 
( USB ストレージデパイス）をハイライト表示して < Enter > を押し 
ます。 

メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でな 
ければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起 
動可能であるか確認してください。 

将来の起動用の起動順序の変更 

1セットアップユーティリティを起動します。89ページの「セットアッ 
プユーティリティの起動」を参照してください。 

2 矢印キーを使って Boot (プート）メニューオプションをハイライト表 
示し、 < Enter > を押してメニューにアクセスします。 

■ メモ：後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順序を書き留めて 
おきます。 

3 デバイスのリスト内を移動するには、上下矢印キーを押します。 

4 デバイスの起動優先順位を変更するには、プラス （+) またはマイブ 
ス （-) を押します。 
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忘れたパスワードの取リ消し 

A 警告：本項の手順を開始する前に、コンピュータに付属しているガイドの 
安全にお使いいただくための注意事項を読み、その指示に従ってください。 

A 警告：パスワード設定をクリアするには.コンピュータの電源コンセント 
を外す必要があリます。 

A 注意：コンピュータシステムの修理は、資格を持っているサービス技術者 
のみが行ってください。デルが許可していない修理による損傷は、保証で 
きません。 


A 注意：静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リストバンドを使用 
するか、または塗装されていない金属面（コンピュータの背面にあるコネ 
クタなど）に定期的に触れて.静電気を身体から除去してください。 

19ページの「作業を開始する前に」の手順に従ってください。 

2コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 


3 システム基板上の3ピンパスワードリセットジャンパ （ PSWDCLR 1) 
の位置を確認します。14ページの「システム基板のコンポーネント」 
を参照してください。 

4 2ピンジャンパプラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと2 
番ピンに取り付けます。 
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5 コンピュータの電源を入れ、パスワードを消去します。 

6コンピュータの電源を切って、コンピュータおよび接続されているす 
ベてのデパイスをコンセントから外します。 

7 1番ピンと2番ピンから2ピンジャンパプラグを外し、2番ピンと3 
番ピンに取り付けてパスワード機能を有効にします。 

8コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

9コンピュータとデノ ゞ イスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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CMOS パスワードの消去 

A 警告：本項の手順を開始する前に、コンピュータに付属しているガイドの 
安全にお使いいただくための注意事項を読み、その指示に従ってください。 

A 警告：パスワード設定をクリアするには.コンピュータの電源コンセント 
を外す必要があリます。 

A 注意：コンピュータシステムの修理は、資格を持っているサービス技術者 
のみが行ってください。デルが許可していない修理による損傷は、保証で 
きません。 


A 注意：静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リストバンドを使用 
するか、または塗装されていない金属面（コンピュータの背面にあるコネ 
クタなど）に定期的に触れて.静電気を身体から除去してください。 

19ページの「作業を開始する前に」の手順に従ってください。 

2コンピュータカパーを取り外します。18ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照してください。 

3システム基板の3ピン CMOS リセットジャンパ ( CM 0 SCLR 1) の位 
置を確認します。14ページの「システム基板のコンポーネント」を 
参照してください。 

4 2ピンジャンパプラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピンと 
2番ピンに取り付けます。 
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5 CMOS 設定がクリアされるまで約 5 秒お待ちください。 

6 2ピンジャンパプラグを1番ピンと2番ピンから外し、2番ピンと 
3番ピンに取り付けます。 

7コンピュータカパーを取り付けます。19ページの「コンピュータカ 
パーの取り付け」を参照してください。 

8コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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フラッシュ BIOS 

アップデートが利用可能な場合やシステム基板を取り付ける場合に、 
BIOS のフラッシュが必要な場合があります。 BIOS のフラッシュを実行 
するには、次の手順に従います。 

1コンピュータの電源を入れます。 

2 support.dell.com/support/downloads に移動します。 

3 お使いのコンピュータに対心した BIOS アップデートファイルを選択 
します。 

メモ：お使いのコンピュータのサービスタグは、コンピュータ底部の 
ラベルに記載されています。詳細については、お使いのコンピュータ 
に付属しているクイックスタートガイドを参照してください。 

お使いの コンピュータのサービス タグまたは エクスプレスサービス 
コードを お持ちの場合は、次の手順に従います。 

a Service Taa or Express Service Code (サービスタグやエクスプ 
レスサービスコード）フィールドに、お使いのコンピュータの 
サービスタグまたはエクスプレスサービスコードを入力します。 


b Submit (送信）をクリックし、手順4に進みます。 

お使いの コンピュータのサービス タグまたは エクスプレスサービス 
コードを お持ちでない場合は、次の手順に従います。 

a 次のオプションのいずれかを選択します。 

• Automatically detect my Service Tag for me (サービスタグ 
を自動検出する） 

• Choose from My Products and Services List (マイシステム 
およびサービスリストから選択する） 

• Choose from a list of all Dell products (すべてのデル製品の 
リストから選択する） 

b Continue (続行）をクリックし、画面の指示に従います。 

4 選択した項目の一覧が画面に表示されます。 BIOS をクリックします。 

5 Download File (ファイルをダウンロードします）をクリックして、 
最新の BIOS フアイルをダウンロードします。 
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6 Please select your download method below (希望のダウン□ー ド 
方法を以下から選択してください）ウィンドウで、 For Single File 
Download via Browser (ブラウザ経由での単独ファイルのダウン 
□ー ド）をクリックし、次に Download Now (今すぐダウン□ー ド） 
をクリックします。 

7 Save As (名前をつけて保存）ウィンドウで、適切な場所を選択して、 
コンピュータにファイルをダウン□ー ドします。 

8 Download Complete (ダウン□ー ドの完了）ウィンドウが表示され 
たら、 Close (閉じる）をクリックします。 

9 BIOS アップデートファイルをダウン□ー ドしたフォルダに移動しま 
す。フォルダにファイルのアイコンが表示され、そのファイルには 
ダウン□ー ドした BIOS アップデートファイルと同じ名前が付いて 
います。 

10 BIOS アップデートフアイルのアイコンをダプルクリックし、画面に表 
示される指示に従って操作します。 
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仕様 

お使いのコンピュータの機能および詳細設定オプションについての詳細 

は、 support _ dell . com/manuals の Specifications (仕様）を参照して< 
ださい。 


仕様 
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